
































































「ぬばたまの 夜の更け行けば 久木生ふる 清河原に 千鳥しば鳴く」  
 


























































































第一章 折口信夫の鎮魂説――その透明な理解のために  
序 節 
 第一節 宮中鎮魂祭の素描  
 第二節 伴信友と鈴木重胤の鎮魂説  
 第三節 鎮魂と産霊の区別  
 第四節 鎮魂呪術の類型化  
 附 節 鎮魂説の裏にあるもの  
第二章 天皇霊の鎮魂――鎮魂説と言霊説の交差点  
 序 節 
 第一節 天皇霊附着の場  
 第二節 言霊としての天皇霊  
 第三節 天皇霊の在り処  
 第四節 川面凡児による「天皇の鎮魂」説  
第三章 鎮魂の研究史――折口鎮魂説の前後左右  
 序 節 
 第一節 近代の鎮魂研究  
 第二節 折口信夫の鎮魂説の継承と批判  
 第三節 折口信夫の鎮魂説と独立の鎮魂研究  
第四章 鎮魂の類型――霊魂操作の諸技法  
 序 節 
 第一節 鎮魂の類化基準  
 第二節 鎮魂呪術  
 第三節 鎮魂儀礼  
 第四節 鎮魂行法  
 第五節 呪術的行法的鎮魂  
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 第六節 儀礼的行法的鎮魂  




第五章 折口信夫の透過的身体境界感覚――折口鎮魂説と迢空短歌の発生基盤  
 序 節 身体の固体化と液体化  
 第一節 身体境界とその透過性  
 第二節 折口信夫の透過的身体境界の標識  
第六章 折口信夫の叙景詩論と叙景的迢空短歌――透過的身体境界の癒やしを求めて  
 序 節 
 第一節 鎮魂歌謡としての叙景詩論  
 第二節 内界と外界の融合をもたらす叙景的迢空短歌 
 第三節 瞑想的叙景鎮魂歌謡の発想と発生――ライフ・インデキス論序説  
 附 節 
第七章 聴覚的想像力と水的治癒力――折口鎮魂説と迢空短歌の力動学  
 序 節  
 第一節 聴覚的叙景による内界・外界の融合 
 第二節 《水》の治癒力と《音》の治癒力  
 附 節 
 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































よび第二節) 、次にそれを受けた折口説の内における語義内容の検討を行ない  (第三節) 、
その上で折口が鎮魂と呼んだ諸呪術・儀礼をあるひとつの観点から分類整理し  (第四節) 、
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う け ふ ね
の上に巫女が乗り、矛でその槽を撞く「宇気撞き」、






























ゆ ら ゆ ら と
」振
るえ、そうすれば死者も生き返るだろう、という天神の教導に従ったものでと記されてい
































































































































































































































































































































































































































































































































































業である。便宜上これら四つを、（一）｢ 魂触り」類型Ⅰ、（二）｢ 魂殖ゆ」類型、（三）｢ 魂


















 さてその芸能に対し、「魂触り」類型Ⅰにそった説明は、たとえば次のようになる。  
 
｢魂を身に鎮定せしめる方法をたまふり





















































































































































































































































































































に にぎの みこ と
の天孫降臨神話と重ねて語られている、という点から出発しよう。す
なわち折口は、天孫瓊々杵尊が真床覆衾








































































































































か み す ご も
、御食薦



























































































































































































































































































































































































・ ・ ・ ・
 (又すめらぎ



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 個人的 団体的  呪術的 儀礼的  魂の不動 魂の移動  日常維持的 脱日常的  
糸結び   〇  ×  〇  ×   〇   ×   〇    × 




































 ① 政治性 ② 魂の移動 ③ 脱日常性 ④ 身体性 
M.     
R.     
P.     
M.P.     












































































ね のかた すく に
でムカデとハチを呉公蜂















































































































































 ①  ②  ③  ④  



















































































































 ①  ②  ③  ④  




























































 ①  ②  ③  ④  
 P.  ×  〇  〇  〇 










































































 ①  ②  ③  ④  































 ①  ②  ③  ④  
 R.P.  〇  〇  〇  〇 




























 ①  政治性  ②  魂の移動  ③  脱日常性  ④  身体性  備考 [各欄の分割について ] 
M.   ×   〇   ×   × 下欄は糸結びなど一部の呪術に
当たる  
  × 
R.   〇   〇   〇   〇 上欄は魂の与え手、下欄は魂の
受け手に当たる    × 
P.   ×   〇   〇   〇 上下の欄は各行法によって種々
の組み合わせを取る  
  ×   ×   × 
M.P
. 
  ×   〇   〇   〇 上欄は禊に類するもの、下欄は
反閉に類するものに当たる    × 
R.P.   〇   〇   〇   〇 上欄は式を受ける当事者に、下




























































































































































































































に、身体像 body image の意味で用いることにしたい。これは、個人が自分の肉体的身体
をどのようなものとして表象するか、その自己の肉体的身体に関する自己自身の持つイメ
ージを指す心理学的な用語である（１４）。  
 これに近縁の概念として、身体図式 body schema、体位図式 postural schema、自己表













 ではこうした身体像の境界、つまり「身体境界 body boundary」（あるいは「身体像境
92 
 

















































































































































































































































































「行きずりの旅と、われ思ふ。蜑びとの素肌のにほひ まさびしくあり（３４）」  
「人も 馬も 道ゆきつかれ死にゝけり。旅寝かさなるほどの かそけさ（３５）」  
「ゆきつきて 道にたふるゝ生き物のかそけき墓は、草つゝみたり（３６）」  




































「わが腹の 白くまどかにたわめるも 思ひすつべき若さにあらず（４１）」  
「かそかなる幻－昼を過ぎにけり。髪にふれつゝ 低きもの音（４２）」 








































































































































































































































































「夕されば 小椋の山に 臥す鹿の 今宵は鳴かず 寝にけらしも」（舒明帝） 




































































































































































































































































「闇夜の 雲のうごきの静かなる 水のおもてを堪えて見にけり（５３）」  








「葛の花 踏みしだかれて、色あたらし。この山道を行きし人あり（５５）」  
「目のかぎり 若松山の日のさかり 遠峰の間の空のまさ青さ（５６）」 
「道なかは もの音もなし。湯を立つる柴木のけぶり にほひ充ちつつ（５７）」  
「青ぞらは、暫時
イササメ
























「山岸に、昼を地虫の鳴き満ちて、このしづけさに 身はつかれたり（６０）」  
「啼き倦みて 声止めぬらし。鴉の止＜スマ＞へる木は、おぼろになれり（６１）」  
「山深く こもりて響く風のおと。夜の久しさを堪えなむと思ふ（６２）」  
「山深く われは来にけり。山深き木々のとよみは、音やみにけり（６３）」  
「心 ふと ものにたゆたひ、耳こらす。椿の下の暗き水おと（６４）」 
「常盤木のみどりたゆたに、わたつみの太秦
ウヅマサ
寺の昼の しづけさ（６５）」  
「おそろしき しじまなりきな。梢より、はたと 一葉は おちてけるかな（６６）」  
「まさびしくこもらふ命 草ふかき鐘の音しづみ、行きふりにけり（６７）」  
「かさなりて／四方の枯山 眠りたり。／遠山おろし 来る音の／する（６８）」  
「目の下に／たたなはる山 みな／低し／天つさ夜風／響きつつ 過ぐ（６９）」  
「照り白む若葉の山の 昼ふけて、木々をしづむる 松蝉の声（７０）」 
「山の葉のそよぎの音と 松蝉と 聴きわきがたし。山に満ちつつ（７１）」  























































































































































































































































































































































































































































「木々とよむ雨の中より、鳥の声 けたゝましくて、やみにけるかも（９）」  







































































































































































































































































































































































































































































































例えば、石上神宮  (物部氏系統) の十種の神宝に伴なう「布瑠部由良由良止布瑠部









































































































































うける、と解釈されることが多いようである。『日本古典文学大系 67 日本書記上』 （岩















































































（６２）折口「古代生活の研究 (常世の国)」全集第二巻、三五頁。  
（６３）折口「民族史観における他界観念」全集第一六巻、三一一頁。 
（６４）折口「来世観」全集第二〇巻、二一九頁。 
（６５）鳥居龍蔵は古代トルコの宇宙三分説は、上・中・下三界とする観方  (Vertical 



















































































































































































































































































































（１０）土橋寛「宮廷の歌舞」『講座 日本の古代信仰 ５』学生社、昭和五五、一二六頁。  










































































































































































































































































































（９３）杉浦民平「折口信夫＝釈迢空」『文芸読本 折口信夫』一五七頁。  
（９４）折口「歌の円寂する時」全集第二七巻、二八七頁。  






























































































































































       『東京大学宗教学年報』Ⅲ号、昭和六一年二月  
第二章＝「折口信夫の天皇霊説――鎮魂説と言霊説の交差点で」  
       『国学院雑誌』九五七号、昭和六一年一二月  
第三章および第四章＝「鎮魂の研究史とその類型化――折口鎮魂説の前後左右」  
       『神道学』一二四号、昭和六一年九月  
第五章＝「折口信夫の透過的身体境界感覚――折口鎮魂説と迢空短歌の発想源」  
       『折口学と近代』一四号、昭和六三年八月  
第六章＝「折口信夫の叙景詩論と叙景的迢空短歌――透過的身体境界の癒しを求めて」  
       『国学院大学紀要』二七巻、平成元年三月  
第七章＝「聴覚的想像力と水的治癒力――折口鎮魂説と迢空短歌の力動学」  
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